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此
手
紙
も
し
親
類
之
方
な
ど
に
御
為
見
被
成









候
ハ
ヾ
必
ず
〳
〵
誰
れ
か
に
御
書
取
ら
セ
被
成
候
て
御

　
　
　
　
見
セ
。
順
蔵
さ
ん
え
も
其
書
き
写
さ
礼





し
書
を
御
見
セ
。
私
手
紙
ハ
必
ず
〳
〵
乙
姉
さ
ん
の
元
に
御

　
　
　
　
納
め
可
被
遣
候
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
馬

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
御
一
同
様

一
、
今
春
上
京
之
節
伏
見
に
て
難
に
あ
い
候
頃
よ
り
、
鹿
児
嶋
に
参
り
八
月
中
旬
よ
り
又
長
崎
に
出
申
候
。
先

日
江
ノ
口
之
人
溝
渕
広
之
丞
に
行
あ
ひ
候
而





、
何
か
咄
し
い
た
し
申
候
。
其
後
蒸
気
船
の
将
武
藤
早
馬
に
行
逢

候
得
ど
も
、
是
ハ
重
役
の
事
又
ハ
御
国
に
帰
れ
な
ど
云
ハ
れ
ん
事
を
恐
れ
、
し
ら
ぬ
顔
し
て
通
行






し
に
、
広
之

丞
再
三
参
り
、
私
之
存
念
を
尋
候
も
の
か
ら
認
め
送
り
候
処
、
内
々
武
藤
に
も
見
セ
シ
様
子
。
此
武
藤
は
兼
而

江
戸
に
遊
び
し
頃
、
実
に
心

路







安
き
人
な
れ
バ
、
誠
に
よ
ろ
こ
び
く
れ
候
よ
し
。
旧
友
の
よ
し
ミ
ハ
又
忝







き

も
の
に
て
候
。
其
私
の
存
念
ハ
別
紙
に
指

上








候
。
御
覧
可
被
遣
候
。

一
、
別
紙
之
内
女
の
手
紙
有
之
。
是
ハ
伏
見
寺
田
屋
お
と
セ
と
申
者
に
て
候
。
是
ハ
長
州
家
及
び
国
家
に
志
あ

る
人
々
ハ
助
け
ら
れ
候
事
ど
も
有
之
者
な
り
。
元
よ
り
学
文
も
十
人
並
の
男
子
程
の
事
ハ
い
た
し
居
り
候
も
の

な
り
。
そ
れ
ハ
薩
州
に
送
り
来
り
候
手
紙
一
つ
指
上
候
。
伏
見
之
危
難
よ
く
分
り
申
候
。

一
、
別
紙
に
木
圭
と
申
人
の
桂
小
五
郎
と
申
人
な
り
。
手
紙
有
之
候
。
是
ハ
長
州
の
政
事
を
預
り
候
第
一
之
人

物
に
て
、
此
人
之
手
跡
、
四
方
之
人
ほ
し
が
り
候
。
幸
手
元
に
数
々
有
之
か
ら
指
出
候
。
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一
、
社




太

郎
も
此
頃
ハ
丈
夫
に
相
成
候
べ
し
と
存
候
。
夫




男

児
を
育
る
ハ
誠
ニ
心
得
あ
る
べ
し
、
と
て
も
御
国

の
育
方
に
て
ハ
参
り
兼
候
べ
し
と
、
実
ニ
残
念
ニ
存
候
。

一
、
上
ニ
申
伏
見
之
難
ハ
去
ル
正
月
廿
三
日
夜
八
ツ
時
半
頃
な
り
し
が
、
一
人
の
連
れ
三
吉
慎
蔵
と
咄
し
て
風

呂
よ
り
揚
り
、
最
早
寝
ん
と
致
し
候
処
に
、
ふ
し
ぎ
な
る
哉
此
時
二
階
居
申
候
。
人
の
足
音
の
し
の
び
〳
〵
に

二
階
下
を
あ
る
く
と
思
ひ
し
に
、
六
尺
棒
の
音
か
ら
〳
〵
と
聞
ゆ
、
お
り
柄
兼
而
御
聞
に
入
し
婦
人
、
名
ハ
龍

今
妻
也
。
勝
手
よ
り
馳

セ
来
り
云
様
、
御
用
心
被
成
べ
し
不
謀
敵
の
お
そ
ひ
来
り
し
な
り
。
鎗
持
た
る
人
数
ハ

梯
の
段
を
登
り
し
な
り
と
、
夫
よ
り
私
も
た
ち
あ
が
り
、
は
か
ま
を
着
と
思
ひ
し
に
次
の
間
に
置
有
之
ニ
付
、

其
儘
大
小
を
指
し
六
連
炮
を
取
り
て
、
後
な
る
腰
掛
に
よ
る
。
連
れ
な
る
三
吉
慎
蔵
ハ
は
か
ま
を
着
、
大
小
取

り
は
き
鎗
を
持
ち
て
是
も
腰
掛
に
か
ゝ
る
。
間
も
な
く
、
壱
人
の
男
障
子
細
目
に
明
ケ
内
を
う
か
が
ふ
。
見
れ

バ
大
小
指
込
な
れ
バ
、
何
者
な
る
や
と
問
し
に
、
つ
か
〳
〵
と
入
り
来
れ
バ
、
す
ぐ
に
此
方
も
身
が
ま
へ
致
セ

バ
、
又
引
取
り
た
り
。
早
次
ギ
の
間
も
ミ
シ
〳
〵
物
音
す
れ
バ
龍
女
に
下
知
し
て
、
次
の
間
又
後
の
間
の
か
ら

か
み
取
り
は
づ
さ
し
見
れ
バ
、
早
拾
人
計
り
鎗
持
て
立
並
び
た
り
、
又
盗
賊
燈
灯
二
ツ
持
、
又
六
尺
棒
持
た
る

者
其
左
右
に
立
た
り
。
双
方
暫
く
に
ら
み
あ
ふ
処
に
、
私
よ
り
如
何
な
れ
バ
薩
州
の
士
に
不
礼
ハ
致
す
ぞ
と
申

た
れ
バ
、
敵
口
々
に
上
意
な
り
、
す
は
れ
〳
〵
と
の
ゝ
し
り
て
進
来
る
。
此
方
も
壱
人
ハ
鎗
を
中
段
に
か
ま
へ

立
た
り
。
敵
よ
り
横
を
討
る
と
思
ひ
、
私
ハ
其
左
へ
立
変
り
立
た
り
。
其
時
銃
ハ
打
金
を
上
ゲ
敵
拾
人
斗
り
も

鎗
持
た
る
一
番
右
の
初
め
と
し
て
一
ツ
打
た
り
と
思
ふ
に
、
此
者
退
き
た
り
。
又
其
次
ぎ
な
る
者
を
打
た
り
し

に
其
敵
も
退
き
た
り
。
此
間
敵
よ
り
ハ
鎗
を
な
げ
突
に
し
、
又
ハ
火
鉢
を
打
込
色
々
た
ゝ
か
ふ
。
味
方
も
又
鎗
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持
て
禦
ぐ
。
家
内
之
戦
実
に
屋





か
ま
し
く
た
ま
り
不
申
。
其
時
又
壱
人
を
打
し
が
中
り
し
哉





分
り
不
申
処
、
敵

壱
人
障
子
の
蔭
よ
り
進
ミ
来
り
、
脇
指
を
以
て
私
の
右
の
大
指
の
本
を
そ
ぎ
左
の
大
指
の
節
を
切
割
、
左
の
人

指
の
本
の
骨
節
を
切
た
り
。
元
よ
り
浅
手
な
れ
バ
其
者
に
銃
を
さ
し
向
し
に
、
手
早
く
又
障
子
の
蔭
に
か
け
入

り
た
り
。
扨
前
の
敵
猶
迫
り
来
る
が
故
に
、
又
一
発
致
セ
し
に
中
り
し
哉
不
分
、
右
銃
ハ
元
よ
り
六
丸
込
ミ
な

礼

ど

も
、
其
時
ハ
五
丸
の
ミ
込
て
あ
れ
ば
、
実
ニ
跡
一
発
限
り
と
な
り
、
是
大
事
と
前
を
見
る
に
今
の
一
戦
に

て
敵
少
し
し
ら
み
た
り
。
一
人
の
敵
黒
き
頭
巾
を
着
、
た
ち
つ
ケ
を
は
き
鎗
を
平
省
眼
の
よ
ふ
に
か
ま
へ
近
〻

よ
り
て
壁
に
添
て
立
し
者
あ
り
。
夫
を
見
る
よ
り
又
打
金
を
上
ゲ
、
慎
蔵
が
鎗
持
て
立
た
る
左
の
肩
を
銃
の
台

に
い
た
し
、
敵
の
胸
を
よ
く
見
込
ミ
て
打
た
り
し
に
、
敵
丸
に
中
り
し
と
見
へ
て
、
唯
ね
む
り
て
た
を
る
ゝ
様

に
前
に
は
ら
ば
ふ
如
く
た
を
れ
た
り
。
此
時
も
敵
の
方
に
ハ
実
ニ
ド
ン
〳
〵
障
子
を
打
破
る
や
ら
ふ
す
ま
を
踏

破
る
や
ら
物
音
す
さ
ま
じ
く
、
さ
れ
ど
も
一
向
に
手
元
に
ハ
来
ら
ず
、
此
間
に
銃
の
玉
込
ミ
せ
ん
と
銃
の
此
様

な
る
も
の
取
り
は
づ
し
、
二
丸
迄
ハ
込
た
れ
ど
も
先
刻
左
右
の
指
に
手
を
負
ひ
、
手
先
き
思
ふ
様
な
ら
ず
、
阿



屋


ま
り
て
右
玉
室
を
取
り
落
し
た
り
。
下
を
尋
ね
る
と
雖
ど
も
元
よ
り
ふ
と
ん
引
さ
が
し
た
る
上
へ
、
火
鉢
の

灰
抔




敵

よ
り
な
に
か
な
げ
込
し
物
と
交
り
不
分
。
此
時
敵
ハ
唯
ど
ん
〳
〵
計
り
に
て
此
方
に
向
ふ
者
な
し
。
夫

よ
り
銃
を
捨
、
慎
蔵
に
銃
ハ
捨
た
り
と
言
バ
慎
蔵
曰
、
然
時
ハ
猶
敵
中
に
突
入
り
戦
ふ
べ
し
と
云
ふ
。
私
曰
、

此
間
に
引
と
り
申
さ
ん
と
云
へ
バ
、
慎
蔵
も
持
た
る
鎗
を
な
げ
す
て
後
の
は
し
ご
の
段
を
下
り
て
見
れ
バ
、
敵

ハ
唯
家
の
店
の
方
計
り
を
守
り
進
む
者
な
し
。
夫
よ
り
家
の
後
な
る
屋
そ
ひ
を
く
ゞ
り
、
後
の
家
の
雨
戸
を
打

破
り
内
に
入
て
見
れ
バ
、
実
に
家
内
之
者
ハ
ね
ぼ
け
て
に
げ
た
と
見
へ
て
夜
具
な
ど
引
て
あ
り
。
気
の
毒
な
が
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ら
、
其
家
の
立
具
も
何
も
引
は
な
し
後
の
町
に
出
ん
と
心
が
け
し
に
、
其
家
随
分
丈
夫
な
る
家
に
て
中
〻
破
れ

兼
た
り
。
両
人
し
て
刀
を
以
て
さ
ん
／
″
＼
に
切
破
り
、
足
に
て
蹈




破

り
な
ど
し
て
町
に
出
て
見
礼





バ
人
壱
人

も
な
し
。
是
幸
と
五
町
斗
り
も
走
り
し
に
、
私
病
後
の
事
な
れ
バ
、
い
き
き
れ
あ
ゆ
ま
れ
不
申
、
着
物
ハ
足
に

も
つ
れ
ぐ
ず
〳
〵
い
た
セ
バ
敵
追
着
の
心
配
あ
り
、
此
時
思
ふ
に
ハ
男
子
ハ
す
ね
よ
り
下
に
た
る
ゝ
着
物
ハ
致

す
べ
か
ら
ず
候
。
此
時
ハ
風
呂
よ
り
上
り
し
儘
な
れ
バ
、
湯
着
を
下
ニ
着
て
、
其
上
に
わ
た
入
を
着
、
は
か
ま

ハ
着
る
間
な
し
。
つ
ひ
に
横
町
に
そ
れ
込
ミ
て
、
御
国
の
新
堀
の
様
な
る
処
に
行
て
町
の
水
門
よ
り
は
ひ
込
ミ
、

其
家
の
裏
よ
り
材
木
の
上
に
上
り
寝
た
る
に
、
折
悪
く
い
ぬ
が
ほ
え
て
実
に
こ
ま
り
入
た
り
。
そ
こ
に
て
両
人

其
材
木
よ
り
お
り
し
が
、
つ
ひ
に
三
吉
ハ
先
ヅ
屋
敷
に
行
べ
し
と
て
立
出
し
が
屋
敷
の
人
と
共
に
む
か
ひ
に
参

り
、
私
も
帰
り
た
り
。
扨
彼
指
の
疵
ハ
浅
手
な
れ
ど
も
動
脉
と
や
ら
に
て
翼
日
も
血
が
走
り
止
ず
、
三
日
計
も

小
用
に
参
る
と
、
目
舞
致
候
。
此
夜
彼
龍
女
も
同
時
に
戦
場
を
引
取
り
、
直
様
屋
敷
に
此
よ
し
を
告
げ
し
め
、

後
ハ
共
〻
京
の
屋
敷
江





引
取
り
今
ハ
長
崎
江
共
〻
出
づ
。
此
頃
余
程
短
銃
上
達
す
。

　
此
伏
見
江
取
り
手
の
来
り
し
を
詮
儀
す
る
に
大
坂
町
奉
行
ハ
松
平
大
隅
守
と
云
て
、
同
志
の
様
に
度
〻
咄
し

　
な
ど
致
し
、
面
会
時
〻
し
た
る
に
此
度
ハ
大
坂
よ
り
申
来
り
し
と
の
事
、
合
点
ゆ
か
ず
猶
々
聞
合
す
に
は
た

　
し
て
町
奉
行
ハ
気
の
毒
が
り
居
候
よ
し
。
此
大
坂
よ
り
申
来
り
し
ハ
幕
府
大
目
付
某
が
伏
見
奉
行
へ
申
来
る

　
に
ハ
、
坂
本
龍
馬
な
る
も
の
ハ
決
而





ぬ
す
み
か
た
り
ハ
致
さ
ぬ
者
な
れ
ど
も
、
此
者
が
あ
り
て
ハ
徳
川
家
の

　
御
為
に
な
ら
ぬ
と
申
て
是
非
殺
す
様
と
の
事
の
よ
し
。
此
故
ハ
幕
府
の
敵
た
る
長
州
薩
州
の
間
に
往
来
し
て

　
居
と
の
事
な
り
。
其
事
を
聞
多





る
薩
州
屋
敷
の
小
松
帯
刀
、
西
郷
吉
之
助
な
ど
も
皆
、
大
笑
に
て
か
へ
り
て
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私
が
幕
府
の
あ
わ
て
者
に
出
逢
て
は
か
ら
ぬ
幸
と
申
あ
ひ
候
。

　
此
時
う
れ
し
き
ハ
、
西
郷
吉
之
助
薩
州
政
府
第
一
之
人
、
当
時
国
中
に
而
ハ
鬼
神
と
云
ハ
れ
る
人
な
り
。
ハ

　
伏
見
の
屋
敷
よ
り
の
早
使
よ
り
大
気
遣
に
て
、
自
ら
短
銃
を
玉
込
し
立
出
ん
と
せ
し
を
、
一
同
押
留
て
と
ふ

　
〳
〵
京
留
守
居
吉
井
幸
助
、
馬
上
に
て
士
六
拾
人
計
り
引
連
れ
、
む
か
ひ
に
参
り
た
り
。
此
時
伏
見
奉
行
よ

　
り
も
打
取
れ
な
ど
の
ゝ
し
り
し
よ
し
な
れ
ど
も
、
大
乱
に
も
及
ぶ
べ
し
と
て
其
儘
に
相
成
候
よ
し
。
実
に
盛

　
な
る
事
に
て
有
之
候
。
私
ハ
是
よ
り
少
々
か
た
ハ
に
ハ
な
り
た
れ
ど
も
、
一
生
の
晴
に
て
有
之
候
。
疵
ハ
六

　
十
日
計
り
致
し
能
く
直
り
た
り
。
左
の
大
指
ハ
元
の
如
し
、
人
指
ハ
疵
口
よ
く
つ
げ
て
只
思
ふ
様
に
叶
ぬ
と

　
申
斗
り
に
て
、
外
見
苦
し
き
事
な
し
。
右
の
大
指
の
わ
た
持
を
そ
が
れ
し
ハ
一
番
よ
く
直
り
た
り
。
右
の
高

　
指
の
先
き
の
節
、
少
〻
疵
つ
け
ど
も
直

様








治
り
た
り
。

一
、
七
月
頃
、
蒸
気
船
桜
嶋
と
い
ふ
ふ
ね
を
以
て
薩
州
よ
り
長
州
江
使
者
ニ
行
候
時
被
頼
候
而
、

無

拠











長
州
の
軍
鑑
を
引
て
戦
争
セ
し
に
是
ハ
何
之
心
配
も
な
く
、
誠
ニ
面
白
き
事
に
て
あ
り
し
。
一
、
惣

而








咄
し

と
実
ハ
相
違
す
れ
共
、
軍
ハ
別

而








然
り
。
是
紙
筆
ニ
指
上
ゲ
候
而
も
、
実
と
不
被
成
か
も
不
知
、
一
度
や
つ

て
見
た
る
人
な
れ
ば
咄
し
が
出
来
る
。

七
月
以
後
戦
ひ
止
時
な
か
り
し
が
、
と
ふ
〳
〵
十
月
四
日
と
成
り
長
州
よ
り
攻
取
し
土
地
ハ
小
倉
江
渡
し
、
以

後
長
州
ニ
敵
す
べ
か
ら
ざ
る
を
盟
ひ
、
夫
よ
り
地
面
を
改
め
し
に
、
六
万
石
斗
あ
り
し
よ
し
。

右
戦
争
中
一
度
大
戦
争
が
あ
り
し
に
長
州
方
五
拾
人
計
打
死
い
た
し
候
時
軍
に
て
味
方
五
十
人
も
死
と
申
時
、

敵
方
合
セ
て
お
び
た
ゞ
し
き
死
人
也
。
先
き
手
し
バ
〳
〵
敗
セ
し
に
、
高
杉
普
作
ハ
本
陣
よ
り
錦
之
手
の
ぼ
り
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に
て
下
知
し
、
薩
州
の
使
者
村
田
新
八
と
色
〻
咄
し
な
ど
い
た
し
へ
た
〳
〵
笑
な
が
ら
気
を
付
て
居
る
。
敵
ハ

肥
後
の
兵
な
ど
に
て
強
か
り
け
れ
バ
、
普
作
下
知
し
て
酒
樽
を
数
〻
か
き
出
し
て
、
戦
場
ニ
て
是
を
開
か
せ
な

ど
し
て
し
き
り
に
戦
ハ
セ
、
と
ふ
〳
〵
敵
を
打
破
り
肥
後
の
陣
幕
旗
印
抔
不
残
分
取
り
い
た
し
た
り
。
私
共
兼

而
ハ
戦
場
と
申
セ
バ
人
夥
し
く
死
す
る
物
と
思
ひ
し
に
、
人
の
拾
人
と
死
す
る
程
之
戦
な
れ
バ
、
余
程
手
強
き

軍
が
出
来
る
事
に
候
。

一
、
水
通
三
丁
目
に
居
し
上
田
宗
虎
防
主
、
池
蔵
太
に
つ
い
て
大
和
に
行
し
が
、
此
頃
長
州
ニ
て
南
奇
隊
参
謀

に
成
て
芸
州
之
戦
に
幕
兵
之
野
台
場
を
攻
た
り
し
に
、
中
〻
幕
兵
強
く
し
て
破
れ
難
し
。
上
田
、
士
卒
に
下
知

し
て
進
ミ
兎
角
し
て
砲
台
之
外
よ
り
か
き
上
り
内
に
飛
入
し
に
、
内
ハ
ま
た
外
な
る
敵
に
向
ひ
数
玉
な
ど
打
て

盛
な
り
し
に
、
上
田
も
士
卒
に
下
知
す
る
う
ち
、
幕
之
大
炮
号
令
官
と
行
逢
、
刀
を
抜
間
も
な
く
て
組
合
し
に

敵
方
ハ
破
れ
ぎ
ハ
な
り
、
つ
ゞ
く
兵
ハ
な
く
宗
虎
方
に
ハ
部
下
之
銃
卒
壱
人
馳
セ
来
り
、
ケ
ベ
ー
ル
を
以
て
打

殺
セ
し
に
組
討
に
て
た
を
れ
た
る
処
な
れ
バ
、
敵
を
バ
打
殺
し
つ
れ
ど
も
、
宗
虎
が
う
で
を
打
抜
た
り
。
宗
虎

ハ
敵
を
バ
追
払
ひ
其
台
場
を
も
乗
り
取
り
、
自
身
ハ
手
を
い
た
め
し
計
り
之
事
に
て
、
此
頃
名
高
き
高
名
、
中

〻
花
〻
敷
事
と
皆
〻
浦
山
敷
が
り
申
候
。
此
事





つ
い
て
只
、
宗
虎
が
親
類
江
御
咄
し
被
成
候
得
バ
、
喜
び
可
申

存
候
。

一
、
お
屋
べ
ど
の
の
養
子
ハ
如
何
様
な
る
暮
し
方
に
や
、
定

而








心
配
斗
に
て
気
之
毒
な
る
事
に
て
あ
る
べ
く
、

お
や
べ
に
ハ
早
、
ど
ん
腹
と
屋





ら
お
ほ
き
に
な
り
し
事
、
と
く
よ
り
承
り
し
が
、
男
子
出
生
な
れ
バ
よ
ろ
し
か

ら
ん
と
存
じ
候
。
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一
、
養
子
の
事
ハ
如
何
様
之
武
士
に
候
哉
、
逢
申
度
候
。
私
も
此
頃
は
色
〻
見
聞
い
た
す
内
、
武
士
だ
け
の
事

ハ
、
今
ハ
日
本
中
ニ
而





格
別
は
ぢ
申
事
ハ
さ
ら
に
無
之
候
間
、
御
歓
可
被
遣
候
。
ど
ふ
ぞ
養
子
が
出
て
来
れ
バ
、

少
し
ハ
武
士
道
に
お
い
て
導
き
可
遣
候
と
存
候
。

一
、
養
子
に
御
申
聞
被
下
度
事
ハ
御
国
に
て
流
行
申
候
長
剣
ハ
兼
而
も
申
候
通
り
壱
人
〳
〵
之
諠
𠵅
又
ハ
、
昔

咄
し
の
宮
本
武
蔵
の
試
合
な
ど
申
時
ハ
、
至
極
宜






候

得
ど
も
、
当
時
の
戦
場
に
て
ハ
悪
く
候
。
人
数
を
指
引
致

す
人
な
ど
ハ
銃
を
も
持
た
ぬ
も
の
故
に
、
随
分
き
ら
ひ
や
が
お
る
。
長
剣
も
可
宜
候
得
ど
も
手
に
銃
を
取
る
丈

の
人
ハ
実
ハ
刀
も
な
く
て
可
宜
候
得
ど
も
、
其
通
り
も
参
る
ま
じ
け
れ
バ
弐
尺
壱
弐
寸
の
刀
に
、
四
五
寸
計
の

短
刀
が
宜
候
。
戦
場
ニ
而
引
取
り
而
は
又
か
け
引
取
り
而
ハ
ま
た
か
け
仕
時
、
刀
を
心
掛
候
人
ハ
銃
を
捨
る
も

の
に
て
、
つ
ひ
に
ハ
惣
人
数
の
銃
が
少
く
な
り
申
も
の
に
て
候
間
、
譬





侍

馬
廻
り
と
申
て
も
銃
に
て
働
く
者
ハ
、

刀
ハ
な
く
て
も
可
然
存
候
。
戦
場
と
申
て
も
治
世
に
思
ふ
よ
ふ
に
い
そ
が
し
き
物
に
て
も
無
之
候
。
譬
へ
敵
鼻

先
き
へ
来
る
と
も
、
少
し
の
心
得
が
あ
れ
バ
随
分
銃
の
込
ミ
替
ハ
出
来
る
も
の
に
て
候
。

一
、
池
蔵
太
曰
、
い
つ
の
戦
に
て
も
敵
合
三
五
十
間
に
成
て
銃
戦
之
時
ハ
銃
の
音
の
す
る
時
弱
き
方
、
必
ず
地

へ
伏
し
申
候
。
此
時
蔵
太
ハ
辛
抱
し
て
立
な
が
ら
号
令
致
し
候
と
て
、
夫
が
自
慢
に
て
候
。

一
、
銃
に
て
久
し
く
戦
時
ハ
必
そ
こ
に
拾
人
、
か
し
こ
に
弐
拾
人
、
或
ハ
三
四
拾
人
計
り
名
〻
人
の
蔭
に
よ
り

集
り
候
。
是
ハ
戦
に
な
れ
ぬ
者
に
て
か
様
ニ
な
り
候
方
ハ
、
い
つ
も
死
人
多
く
な
り
ま
け
申
も
の
に
て
候
。
強

き
も
の
ハ
か
様
に
ハ
な
ら
ぬ
も
の
に
て
候
。
先
年
英
人
長
州
に
て
戦
し
に
船
よ
り
上
陸
す
る
と
ば
ら
〳
〵
と
開

き
、
四
間
に
壱
人
宛
計
り
に
立
並
び
候
。
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一
、
当
時
天
下
之
人
物
と
云
ハ
、

　
徳
川
家
ニ
ハ
大
久
保
一
翁
、
勝
安
房
守
。

　
越
前
に
て
ハ
三
岡
八
郎
、
長
谷
部
勘
右
衛
門
。

　
肥
後
ニ
　
　
横
井
平
四
郎
。

　
薩
に
て
　
　
小
松
帯
刀
。
是
ハ
家
老
に
て
海
軍
惣
大
将
な
り
。

　
　
　
　
　
　
西
郷
吉
之
助
。
是
ハ
国
内
軍
事
に
懸
る
事
国
家
之
進
退
此
人
ニ
預
る
。

　
長
州
に
て
　
桂
小
五
郎
。
国
家
之
進
退
を
預
る
当
時
木
戸
寛
次
郎
。

　
　
　
　
　
　
高
松
普
作
。
此
人
ハ
軍
事
ニ
預
る
、
此
人
下
の
関
に
出
小
倉
攻
之
惣
大
将
当
時
谷
潜
蔵
。

一
、
私
唯
今
志
延

而







、
西
洋
船
を
取
り
入
た
り
、
又
ハ
打
破
れ
た
り
致
し
候
ハ
、
元
よ
り
諸
国
よ
り
同
志
を

集
め
水
夫
を
集
め
候
へ
ど
も
、
仕
合
セ
に
ハ
薩
州
に
て
ハ
小
松
帯
刀
、
西
郷
吉
之
助
な
ど
が
如
何
程
や
る
ぞ
、

や
り
て
見
候
へ
な
ど
申
く
れ
候
つ
れ
バ
、
甚
だ
当
時
ハ
面
白
き
事
に
て
候
。
ど
ふ
ぞ
〳
〵
昔
の
鼻
た
れ
と
御
笑

被
遣
間
じ
く
候
。

一
、
こ
ゝ
に
あ
は
れ
な
る
ハ
池
蔵
太
ニ
而





候
。
九
度
之
戦
場
ニ
出
て
い
つ
も
人
数
を
引
て
戦
ひ
し
に
、
一
度
も

弾
丸
に
中
ら
ず
仕
合
せ
よ
か
り
し
が
、
一
度
私
共
之
求
し
ユ
ニ
ヲ
ン
と
申
西
洋
形
の
船
に
乗
り
、
難
に
逢
、
五

嶋
の
志
ハ
ざ
き
に
て
乱
板
し
五
月
二
日
之
暁
天
に
死
た
り
。
人
間
一
生
実
ニ
猶
夢
の
如
し
と
疑
ふ
。
杉
山
え
も

此
事
御
咄
し
被
成
度
、
元
よ
り
其
死
た
る
岡
に
ハ
印
あ
り
。

右
之
内
生
残
る
者
四
人
と
云
。
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細
江
徳
太
郎
と
云
ハ
池
蔵
太
事
ニ
而
候
。
高
泉
と
云
、
黒
木
半
兵
衛
と
て
千
葉
十
太
郎
の
門
人
に
て
、
真
剣
勝

負
之
時
平
日
之
稽
古
と
違
ハ
ず
、
人
是
を
お
ど
ろ
く
。

一
、
何
卒
去
年
御
頼
申
上
候
父
上
を
初
め
、
皆
様
之
御
詠
歌
な
ど
御
越
し
被
遣
度
候
。

　
　
　
　
左
之
通
御
記
し
被
成
。

　
　
　
　
又
其
上
を
左
之
通

右
十
二
月
四
日
長
崎
本
は
か
た
町
小
曽
根
英
四
郎
方
に
て
記
す
。
此
宿
ハ
此
八
月
よ
り
定
宿
と
し
て
滞
留
致
し

居
候
。
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